
京都観光モラルの
普及啓発に至るまでの経緯

堀江 卓矢



京都市の観光客数と政策方針の変遷
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『量』を重視｜観光客5,000万人構想

『質』の重視｜世界があこがれる観光都市へ

統
計
基
準
見
直
し
期
間

2008 年

5,021 万人

6,562 億円

2000 年

4,051 万人

4,399 億円

1970 年

3,400 万人

大阪万博を機に、この時すでに
呼び込み観光への批判が起こった

『市民との調和』『担い手の活躍』を重視｜持続可能な国際文化観光都市へ

2023 年

5,028 万人

1 兆 5,366 億円

2019 年

5,352 万人

1 兆 2,367 億円



アジア圏の宿泊需要が拡大し、2023年の外国人実宿泊客数は過去最多を更新
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かつては欧米豪が
過半数を占めていた

中国本土は
回復途上

アジア市場
が急成長



観光客の急増によって引き起こされる諸問題

© 2025 Kyoto City Tourism Association（DMO KYOTO） 4

7,000億円

人気観光地や特定の時期

公共交通機関などが混雑

移動時間の増大にともなう

経済損失
民泊や白タクの問題

交通渋滞 混雑 無許可ビジネス

異なる文化をもつ人々が

共存することによる問題

マナー違反

主に交通部局が
対応する課題

主に観光部局が
対応する課題



コロナ禍直前は市民感情が悪化傾向
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大変そう思う

そう思う

どちらでもない

そう思わない

全くそう思わない



市民への主な影響は「渋滞」や「混雑」で、プラスの影響の認識が薄い
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マイナスの影響 プラスの影響
出所）令和4年 京都観光に関する市民意識調査について

渋滞 観光地混雑 車両混雑 マナー違反 宿泊施設
による迷惑

交通利便 景観・賑わい 買物利便 給与上昇 国際交流
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インバウンド隆盛期の
観光客への啓発
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それでも、多くの住民は、観光客との共存を望んでいる

9

インフラ設備・施設の整備・改良

住民にも便益のある体験やアトラクションの設計

地域コミュニティと関わり、交流を持つ

観光によって地域コミュニティに便益があることの保証

観光客と関わり、交流を持つ

従来とは異なる層の観光客への観光PR

訪問時期の分散を促進する

観光の動向を測定・管理する仕組みの構築

訪問地の分散を促進する

観光客向け施設（ホテルなども含む）の開業制限

観光客の訪問数制限

広報活動の停止

出所）UNWTO Global survey on the perception of residents towards city tourism: impact and measures （2019）

世界の観光都市の住民に聞きました
オーバーツーリズムを解消するために必要なことはなんですか？
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そもそも、京都の魅力の源泉は何か？
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現代に

受け継がれる

千年の知恵

めきき

たくみ

こころみ

きわめ

もてなし

しまつ
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国連会議において、あらゆる関係者が共有できる行動規範の必要性が提唱される
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UNWTO／UNESCO
「観光・文化京都会議2019」

門川大作
京都市長

西脇隆俊
京都府知事

京都市・京都市観光協会（2020）
「京都観光行動基準（京都観光モラル）」

田中誠二
京都市
観光協会会長

門川大作
京都市長



京都観光行動基準（京都観光モラル）の理念
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京都は、先人たちが築いてきた伝統を継承し、それらを保存・活用し、常に新しいものに挑戦する進取の

精神と国内外の人々との多様な交流により、絶えず新たな「宝」を創造してきました。

観光は京都の「宝」の消費者であってはなりません。これからも、誰しもが責任ある「持続可能な観光」に

取り組み、京都を享受し楽しみ、交流を深めることにより高めあい、ともに新たな「宝」を創出していくことが

重要です。



市民と観光客のあいだをつなぐ事業者が果たす役割が重要！
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「京都観光モラル推進宣言事業者」を募集

• 京都観光モラルに沿った取り組みを推進する

観光関連事業者を募集し、約500件の事業者が登録。

• 特設WEBサイトや、タブロイド紙などで、事業者を紹介。

• 京都観光モラルを実践し、地域への貢献や環境に配慮した

事業活動に率先して取り組んだ事業者を毎年表彰

事業者に呼びかける４つの具体的取組



京都観光モラルにのっとった優良事例
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観光客・市民への京都観光モラルの普及
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外国人向け「観光モラルツアー」の実施

10/2～10/21の3週間で、京都駅の京都総合観光案内

所（京なび）を起点に、嵯峨嵐山と伏見稲荷大社の２方

面で、京都市認定通訳ガイドが「京都観光モラル」を伝えな

がら案内するツアーを実施した。

ツアー参加者 １日平均 5.1 名

京都駅前「観光モラル宣言」イベント

昨年春に、京都駅前において

「観光モラル宣言」イベントを開催し

約 500 名から旅行中の心掛けを

宣言した様子を撮影しInstagramで発信した。
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観光モラル宣言をしたお客様への優待利用実績の測定



市民に観光の意義や恩恵を実感してもらうためのキャンペーンを開始
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旅人と住民は写し鏡のようなもの
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